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（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
百
五
十
六
条
の
八
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
取
引
情
報
蓄
積
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
七
十
二
第
一
項
た
だ
し

書
の
承
認
を
取
り
消
し
、
六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
、
又

は
そ
の
役
員
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た

と
き
、
又
は
指
定
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
判
明
し

た
と
き
。

二

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
と
き
。

三

法
令
又
は
法
令
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
し

た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
引
情
報
蓄
積
業
務
移
転
命
令
）

第
百
五
十
六
条
の
八
十
四

内
閣
総
理
大
臣
は
、
取
引
情
報
蓄
積
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
取
引
情
報
蓄
積
機
関
に
対
し
、
取
引
情
報
蓄
積
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
取
引
情
報
蓄
積
機
関
に

行
わ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
そ

の
業
務
（
取
引
情
報
蓄
積
業
務
に
限
る
。）の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
と
き
。

二

第
百
五
十
六
条
の
八
十
二
第
一
項
の
認
可
を
す
る
と
き
。

三

弁
済
期
に
あ
る
債
務
の
弁
済
が
取
引
情
報
蓄
積
業
務
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
こ
と
と
な
る
事
態
又
は

破
産
手
続
開
始
の
原
因
と
な
る
事
実
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

取
引
情
報
蓄
積
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
取
引
情
報
蓄
積
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
百
六
条
中
「
又
は
証
券
金
融
会
社
」
を
「
、
証
券
金
融
会
社
又
は
取
引
情
報
蓄
積
機
関
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

第
百
五
十
六
条
の
七
十
二
第
二
項
、
第
百
五
十
六
条
の
七
十
七
第
一
項
又
は
第
百
五
十
六
条
の
七
十
八
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

十
二

第
百
五
十
六
条
の
七
十
四
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
規
程
を
定
め
ず
、
若
し
く
は
内
閣
総
理
大
臣

の
認
可
を
受
け
ず
、
又
は
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
ず
に
業
務
規
程
の
変
更
を
し
た
と
き
。

第
二
百
八
条
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
（
法
人
で
な

い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。）」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の

三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ

る
も
の
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。）又
は
取
引
情
報
蓄
積
機
関
の
役
員
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管

理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の

三
十
三
第
一
項
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
三
十
三
第
一
項
又
は
第
百
五
十
六
条
の
八
十
一
」
に
改
め
、
同
条
第
二

十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
六
の
二

第
百
五
十
六
条
の
六
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
怠
り
、又
は
虚
偽
の
公
表
を
し
た
と
き
。

二
十
六
の
三

第
百
五
十
六
条
の
六
十
九
の
規
定
に
違
反
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
ず
に
、
法
人
の

代
表
者
と
な
り
、
若
し
く
は
常
務
に
従
事
し
、
又
は
事
業
を
営
ん
だ
と
き
。

第
二
百
九
条
第
十
号
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
五
十
四
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
五
十
四
又
は
第
百
五
十
六

条
の
七
十
六
」
に
改
め
る
。

（
保
険
業
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
条
中
「
は
、
保
険
会
社
」
の
下
に
「
又
は
保
険
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
」
を
加
え
る
。

第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
保
険
持
株
会
社
に
係
る
健
全
性
の
基
準
）

第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
八
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
用
い
て
、
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
子

会
社
等
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
当
該
保
険
持
株
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
保
険
会
社
に

お
け
る
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
お
け
る
資
本
金
、
準
備
金
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
の
額

の
合
計
額

二

当
該
保
険
持
株
会
社
の
子
会
社
等
が
引
き
受
け
て
い
る
保
険
に
係
る
保
険
事
故
の
発
生
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
発
生
し
得
る
危
険
で
あ
っ
て
通
常
の
予
測
を
超
え
る
も
の
に
対
応
す
る
額
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額

第
百
八
十
八
条
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
」
を
「
、
第
百
五

十
六
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
又
は
取
引
情
報
蓄
積
機
関
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
条
第
一
項
及
び
第
百
九
十
四
条
の
七
第
三
項
中
「
第
百
五
十
六
条
の
五
十
八
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十

六
条
の
八
十
」
を
加
え
る
。

第
百
九
十
八
条
の
五
中
「
若
し
く
は
証
券
金
融
会
社
」
を
「
、
証
券
金
融
会
社
若
し
く
は
取
引
情
報
蓄
積
機
関
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
三
十
二
第
一
項
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
百
五
十
六
条
の
八
十
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
八
条
の
六
第
一
号
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
四
十
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
四
十
又
は
第
百
五
十

六
条
の
六
十
八
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
五
十
七
第
一
項
」
を
「
、
第
百
五
十
六

条
の
五
十
七
第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
七
十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
百
五
十
六
条

の
三
十
四
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十
六
条
の
八
十
」
を
加
え
、
同
条
第
十
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二

第
百
五
十
六
条
の
六
十
三
第
一
項
、
第
百
五
十
六
条
の
六
十
四
第
一
項
又
は
第
百
五
十
六
条
の
六
十

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
作
成
若
し
く
は
保
存
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
記
録
を
作
成
し
た
者

十
七
の
三

第
百
五
十
六
条
の
六
十
三
第
二
項
、
第
百
五
十
六
条
の
六
十
四
第
二
項
又
は
第
百
五
十
六
条
の
六
十

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

第
百
九
十
九
条
中
「
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
五
十
八
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
五
十
八
若
し
く
は
第
百
五

十
六
条
の
八
十
」
に
改
め
、「
証
券
金
融
会
社
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十
六
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
紛

争
解
決
機
関
若
し
く
は
取
引
情
報
蓄
積
機
関（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
等
」と
い
う
。）」

を
加
え
、「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
」
を
「
若
し
く
は
取
引
情
報
蓄

積
機
関
と
取
引
情
報
収
集
契
約
を
締
結
し
た
者
」
に
、「
若
し
く
は
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
」
を
「
又
は
認
可
金
融

商
品
取
引
業
協
会
等
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
、
代
理
人
、

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
）」に
改
め
る
。

第
二
百
四
条
中
「
又
は
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
七
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
七
又
は
第
百
五
十
六
条

の
七
十
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
条
の
二
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
百
五
十
六
条
の
八
十
二
第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
い
で
取
引
情
報
蓄
積
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
休

止
又
は
廃
止
を
し
た
者

第
二
百
五
条
の
二
の
三
第
一
号
中
「
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
六
十
第
二
項
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
六
十

第
二
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
八
十
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の

六
十
一
第
三
項
」
を
「
、
第
百
五
十
六
条
の
六
十
一
第
三
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
八
十
二
第
二
項
」
に
改
め

る
。
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